


    悩み

     代替治療は効果があるのかどうか悩んだ。 


    助言

    
              【一般的ながん治療をまずきちんと受けましょう】




  
  代替療法（代替治療）の中には、新聞や雑誌に大きな広告を出し、すばらしい効果を持っているかのように宣伝されているものもあります。
しかし、代替療法については、がんを治したり、がんの進行を抑えたりする効果は期待できません。逆に、体や病気の状況次第では、あなたの健康を損なってしまう可能性もあります。
代替療法は、一般的ながん治療（手術療法、化学療法、放射線療法）の代わりとするべきものではないのです。
まずは、一般的ながん治療をきちんと受けることが大切です。


  




              【担当医や相談員に相談してみましょう】




  
  あなたが代替療法を使いたい、という気持ちになっているのは、なぜでしょうか。
現在の治療法に対する不満、病気の進行に対する不安、痛みなどの体のつらさ、といった悩みが、その気持ちの背景にあるのではないでしょうか。
もしそうなのであれば、代替療法を試みる前に、まず、担当医に相談してみてください。
きちんと相談することで、担当医の方からあなたの悩みを解決するための方法を示してくれるのであれば、それにまさることはありません。
もし、いきなり担当医に話をするのがどうしても敷居が高いように感じるのであれば、通院先の医療機関にある相談室や、がん診療連携拠点病院等に設置されているがん相談支援センターの相談員に相談してみるとよいでしょう。
看護師やソーシャルワーカーが務める相談員には、守秘義務があります。あなたが話した内容が外にもれてしまうようなことは決してありません。また、相談のプロですので、話している途中で、あなたがたとえ動揺したり、緊張したりしても、あなたの気持ちにきっとよりそい続けてくれるはずです。
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